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Ⅰ．はじめに 

 妊娠・出産は、女性にとって人生における重要なライフイベントの1つであるが、近年の社

会・医療背景により、産後の身体部痛や身体回復に問題を抱える母親、育児不安、子育ての

しにくさを訴える母親、抑うつ傾向を示す母親が増加している（市川, 2017; 柳瀬他, 2021）。

これまで育児不安や産後うつに関連する先行研究は多数みられるが（村井他, 2014; 島田他, 2

006）、産後早期に臨床助産師の予防的介入が可能である分娩に起因する身体部痛と育児・日

常生活行動の支障感に焦点をあて、産後女性の心理への影響を調査した研究はほとんどない。 

経腟分娩後女性の多くが経験する会陰部痛とそれに伴う日常生活動作の支障感は、時間経

過とともに軽減することは既に報告されている（Macarthur, et al. 2004; Yamada, et al. 202

4）。しかし、育児行動の支障と母子愛着の関連（Lai, et al. 2015）といった女性の心理面と

の関連も報告されており、時間経過とともに軽減していく支障を見過ごすことはできない。

また、近年、ハイリスク妊産婦・新生児の増加に伴い、分娩時の医療介入の割合は急速に増

加し（厚生労働省, 2021）、その結果、日常生活動作の支障を有する女性の割合や程度は増大

している可能性がある(竹内他, 2013)。 

本研究では、女性の心理的健康として、母親になる過程に影響を及ぼす、「母親役割の自

信」および「母親であることの満足感」に着目した（前原他, 2005）。これらに関連する要因

は子育て期にある女性を取り巻く社会的・心理的要因、および疲労が要因として明らかにさ

れているが（前原他, 2015; 前原他, 2016）、臨床助産師が支援可能な分娩後の母親に生じる

日常生活動作の支障が、どのように産後1か月までの母親の自信構築や満足感に関連している

かを検討した研究は国内外を通じてほとんどない。 

したがって、本研究の目的は、産後早期から産後1か月までの縦断調査により、経腟分娩後

女性の日常生活への支障、母親役割の自信、母親であることの満足感の経時的変化と、日常

生活への支障と母親役割の自信、母親であることの満足感の関連を明らかにすることである。 
 

Ⅱ．方法  

１．研究デザイン 

   無記名自記式質問紙を用いた前向きな縦断調査による量的記述研究 
 

２．対象者 

1) 選択基準 

妊娠36週前後（リクルート時）；単胎児を妊娠し、定期的に妊婦健診を受診している母

子ともに妊娠経過に異常がない20歳以上の日本人妊婦 

分娩後；正期産で出産し、母子ともに分娩・産褥経過に異常がない褥婦 

2) 除外基準； 

妊娠36週前後（リクルート時）；精神疾患の既往、重篤な疾患、妊娠合併症がある妊婦 

分娩後；早期産・過期産、緊急帝王切開、児の生後1分・5分値のアプガースコアが8点
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未満、分娩・産後の経過で母子分離となった褥婦 
 

３．調査方法 

1） 対象者の選定手順 

研究協力施設に所属する助産師が、妊娠36週前後の妊婦健診のために外来受診した対

象選択基準を満たす妊婦を抽出し、本研究を紹介し、調査者の詳細説明を聞くことに同

意した妊婦に、調査者が文書と口頭で説明し、書面で同意が得られた妊婦を候補者とし

た。候補者が出産後、分娩後の対象選択基準を満たす候補者を研究対象者とした。 
 

2） データ収集方法 

産後1日目に看護管理者から病室を訪ねる許可が得られた研究対象者に対して、産後1

日目に訪室し、口頭で研究協力の同意について再確認した後、質問紙と切手を貼付した

封筒を配布した。産後5日目、産後健診時（産後1か月）に、各質問紙に切手を貼付した

封筒をつけて配布し、記載後提出してもらった。質問紙の回収は、ナースステーション

に設置した回収箱または郵送のいずれかを選択できるようにした。対象者の属性、産科

学的データ、新生児データは、診療録、助産録から収集した。 
 

４．調査内容 

1) 属性、産科学的データ、新生児データ 

2) 日常生活への支障を示す尺度（竹内, 2014）；4下位尺度、24項目  

3) 母親役割の自信尺度(前原他, 2005)；4下位尺度、20項目 

4) 母親であることの満足感尺度(前原他, 2005)；2下位尺度、9項目度 

 

※ 2）については、産後1日目、5日目、1か月の質問紙で回答を求めた 

3）4）については、産後5日目、1か月の質問紙で回答を求めた 
 

５．統計解析 

対象者の属性、産科学的要因、新生児要因は記述統計を用いた。連続変数は、平均値±

標準偏差（最小値―最大値）で示した。質的変数は、人数（割合）で示した。 

日常生活への支障と母親役割の自信、母親であることの満足感の関連は、ピアソンの相

関係数を用いた。 

有意水準は5％未満の両側検定とし、統計ソフトSPSS ver. 27.0 for Windowsを用いて分析

した。 
 

６．倫理的配慮 

本研究は名古屋大学大学院医学系研究科生命倫理審査委員会の承認後（承認番号；17-16

6-5、19-133-4）、研究協力施設の倫理委員会または施設⾧の許可を得て実施した。 
 

Ⅲ．結果 
東海地方にある分娩を取り扱う産科医療施設５施設において、研究参加の同意を得た参加

者のうち除外基準に該当した対象を除外した281名のうち、産後1日目、5日目、1か月の全て
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の質問紙が回収でき、必要なすべての調査項目が入手できた130名（初産婦75名、経産婦55

名）を分析対象とした。 
 

1. 対象者の背景（表1） 

母親の平均年齢は初産婦30.8±4.4歳、経産婦33.7±4.0歳であった。新生児の平均出生時

体重は初産婦2972.2±307.1g、経産婦3131.8±397.1gであった。分娩時の会陰損傷について、

会陰に損傷がなかったものは初産婦1名(1.3%)、経産婦7名(12.7%)であった。会陰切開を施

行したものは初産婦61名(81.3%)、経産婦15名(27.3%)であった。 
 

2. 日常生活への支障、母親役割の自信、母親であることの満足感の経時的変化（表2） 

初産婦、経産婦ともに、日常生活への支障を示す尺度の下位尺度である「座位への支

障」「行動意欲の減退」「動静への支障」「排泄と清潔への支障」、合計得点である「日

常生活への支障」の平均値は、産後1日目から5日目、5日目から1か月にかけて減少した。

また、産後1か月の時点の平均値は、最小値に近いものであり、会陰部痛や日常生活への支

障がほとんどなくなっていた。また、初産婦、経産婦ともに、「母親役割の自信」「母親

であることの満足感」の平均値は、産後5日目から1か月にかけて上昇した。 

 

3. 日常生活への支障と母親役割の自信、母親であることの満足感の関連（表3） 

初産婦において、産後1か月の日常生活への支障と母親役割の自信は、日常生活への支

障が少ないと母親役割の自信が高い傾向を示した（r=-0.22, P=0.06）。日常生活への支障

と母親であることの満足感は、産後5日目、1か月ともに、有意な負の相関を認めた（5日

目 r=-0.23, P=.049; 1か月 r=-0.24, P=0.04）。 

経産婦において、産後5日目の日常生活への支障と母親役割の自信は、日常生活への支

障が少ないと母親役割の自信が高い傾向を示した（r=-0.26, P=0.053）。日常生活への支

障と母親であることの満足感は、産後5日目、1か月ともに、有意な相関は認めなかった

（5日目 r=-0.10, P=0.49; 1か月 r=-0.09, P=0.52）。 
 

Ⅳ．考察 

1. 日常生活への支障、母親役割の自信、母親であることの満足感の経時的変化 

日常生活への支障は、産後1日目から5日目にかけて減少し、産後5日目から1か月にかけ

てさらに減少した。これは、先行研究と同様の結果であった（Macarthur, et al. 2004; 島田, 

2003; 2005）。また、産後1か月の時点では、日常生活への支障がほとんどなくなること

も、先行研究と同様の傾向を示していた（Macarthur, et al. 2004）。 

母親役割の自信、母親であることの満足感はともに、産後5日目から1か月にかけて上昇

した。母親役割の自信の変化は、尺度開発者の前原他（2005）が報告した先行研究と同様

の結果であった。母親であることの満足感の変化について、前原他（2005）は、退院時と

1か月時で有意な差は認められなかったと報告している。本研究対象者は、産後5日目から

1か月にかけて平均値は上昇したが、先行研究の平均値と見比べると大差はなく、概ね同

様の結果であったと考える。 
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2. 日常生活への支障と母親役割の自信、母親であることの満足感の関連 

初産婦は、産後1か月において、日常生活への支障が少ないと母親役割の自信が高い傾

向を示し、産後5日目、1か月において、日常生活への支障が少ないと母親であることの満

足感が高いという関連を示した。経産婦は、産後5日目において、日常生活への支障が少

ないと母親役割の自信が高い傾向を示した。本研究では、母親役割の自信や母親であるこ

との満足感に、分娩時や産後の入院中に助産師が介入可能な日常生活への支障が関連して

いる可能性を示した。つまり、日常生活への支障を軽減することが、母親役割の自信や母

親であることの満足感を高めることに関連し、産後の母親が心身ともに子育てのしにくさ

を感じるのを予防する可能性を示唆した。 

本研究で用いた日常生活への支障を測定する尺度（竹内, 2014）は、4つの下位尺度があ

り、「座位への支障」「動静への支障」といった育児や日常生活を行う際に必要な単純動

作の支障、「排泄と清潔への支障」といった女性の日常生活に関するもの、「行動意欲の

減退」といった女性の育児や日常生活の意欲に関するものが含まれている。 

育児には、立つ、座るといった単純動作だけではなく、子どもを抱きあげて授乳体制を

整えるといった複合動作が必要であり、単純動作に支障があることが、母親役割の自信を

構成する下位尺度でもある「要求への応答」に特に影響を与えた可能性がある。産後2、3

日目の育児動作の支障が強いと母子愛着が弱くなるという報告(Lai, et al. 2015)もあり、本

研究結果を支持するものである。 

排泄や清潔は、マズローの欲求5段階仮説(自己実現理論)の一段階目の生理的欲求に該

当し(Maslow, 1943)、満たされるべき人間の基本的欲求である。くわえて、生殖器周辺の

不快感や違和感、排泄に関することは羞恥心から他者に相談しにくいという特徴がある。

先行研究においても、分娩後早期(3～5日)の尿失禁の有症率が30.8％であることや、尿失

禁は、抑うつや自尊心の低下につながる心理的問題を引き起こす可能性が示唆されている

(Siahkal, et al. 2020)。排泄や清潔に関する支障を抱えながら産後の入院期間を過ごす女性

も多いことが推測されるが、生理的欲求が満たされない場合、母親役割の自信や母親であ

ることの満足感を高めていくことは困難になり得る可能性が考えられた。 
 

3. 研究の限界 

本研究はローリスクで産後の経過が母子ともに健康であった日本人のみを対象としたた

め、何らかの合併症を持つ母親や欧米諸国の女性には適用できない可能性がある。さらに、

COVID-19により、当初予定した対象者数をリクルートすることができなかった。そのた

め、対象者が少なく、日常生活への支障と母親役割の自信、母親であることの満足感の関

連をより詳細に分析し、検討できなかったことから、産後女性のQOL向上の観点からも

さらなる検討が必要である。 
 

Ⅴ．まとめ 

1. 日常生活への支障は、産後1日目から5日目にかけて減少し、産後5日目から1か月にかけ

てさらに減少した 

2. 母親役割の自信、母親であることの満足感は、産後5日目から1か月にかけて上昇した 

3. 初産婦は、産後1か月において、日常生活への支障が少ないと母親役割の自信が高い傾向
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を示し、産後5日目、1か月において、日常生活への支障が少ないと母親であることの満

足感が高いという関連を示した 

4. 経産婦は、産後5日目において、日常生活への支障が少ないと母親役割の自信が高い傾向

を示した 
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Ⅷ．表 

表1．対象者の背景 

 

平均値 ± 標準偏差 ( 最小値 ー 最大値 ) 平均値 ± 標準偏差 ( 最小値 ー 最大値 )

母親の年齢(歳) 30.8 ± 4.4 ( 20 ー 40 ) 33.7 ± 4.0 ( 25 ー 44 )

在胎週数(日) 39w4d ± 7.7 ( 37w0d ー 41w5d ) 39w4d ± 7.4 ( 37w1d ー 41w3d )

分娩所要時間(時) 13.3 ± 11.2 ( 0.8 ー 54.0 ) 5.3 ± 3.5 ( 1.0 ー 17.5 )

分娩時出血量(ml) 375.7 ± 306.5 ( 50 ー 1470 ) 348.1 ± 227.9 ( 25 ー 1055 )

出生時児体重(g) 2972.2 ± 307.1 ( 2222 ー 3854 ) 3131.8 ± 397.1 ( 2208 ー 4022 )

n ( % ) n ( % )

非妊時BMI3群

BMI18.5未満 15 ( 21.1 ) 2 ( 3.9 )

BMI18.5以上25未満 49 ( 69 ) 46 ( 90.2 )

BMI25以上 7 ( 9.9 ) 3 ( 5.9 )

妊娠中の体重増加3群

推奨範囲未満 16 ( 22.5 ) 9 ( 17.6 )

推奨範囲内 37 ( 52.1 ) 28 ( 54.9 )

推奨範囲以上 18 ( 25.4 ) 14 ( 27.5 )

分娩様式2群

自然分娩 58 ( 77.3 ) 53 ( 96.4 )

器械分娩 17 ( 22.7 ) 2 ( 3.6 )

無痛分娩

あり 7 ( 9.3 ) 7 ( 12.7 )

なし 68 ( 90.7 ) 48 ( 87.3 )

陣痛薬剤使用

自然陣痛 41 ( 54.7 ) 43 ( 78.2 )

陣痛誘発・促進剤使用 34 ( 45.3 ) 12 ( 21.8 )

会陰裂傷の程度

会陰裂傷なし 1 ( 1.3 ) 7 ( 12.7 )

Ⅰ度 2 ( 2.7 ) 12 ( 21.8 )

Ⅱ度 69 ( 92 ) 36 ( 65.5 )

Ⅲ度 3 ( 4 ) 0 ( 0 )

Ⅳ度 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

会陰切開の有無

あり 61 ( 81.3 ) 15 ( 27.3 )

なし 14 ( 18.7 ) 40 ( 72.7 )

産後1日目；鎮痛剤内服

あり 65 ( 86.7 ) 43 ( 79.6 )

なし 10 ( 13.3 ) 11 ( 20.4 )

産後5日目；鎮痛剤内服

あり 38 ( 50.7 ) 28 ( 50.9 )

なし 37 ( 49.3 ) 27 ( 49.1 )

産後1か月；鎮痛剤内服

あり 2 ( 2.7 ) 1 ( 1.8 )

なし 73 ( 97.3 ) 54 ( 98.2 )

産後1か月；栄養方法

母乳 27 ( 41.5 ) 26 ( 60.5 )

混合＋人工乳 38 ( 58.5 ) 17 ( 39.5 )

産後1か月；EPDS2群

9点未満 58 ( 87.9 ) 42 ( 95.5 )

9点以上 8 ( 12.1 ) 2 ( 4.5 )

経産婦(n=55)初産婦(n=75)
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表2．日常生活への支障、母親役割の自信、母親であることの満足感の経時的変化 

 
  

平均値 ± 標準偏差 ( 最小値 ー 最大値 ) 平均値 ± 標準偏差 ( 最小値 ー 最大値 )

座位への支障

産後1日目 18.1 ± 4.3 ( 6 ー 24 ) 14.2 ± 4.9 ( 6 ー 24 )

産後5日目 13.1 ± 4.9 ( 6 ー 24 ) 10.5 ± 4.8 ( 6 ー 24 )

産後1か月 6.6 ± 1.9 ( 6 ー 16 ) 6.6 ± 2.2 ( 6 ー 18 )

行動意欲の減退

産後1日目 12.6 ± 4.5 ( 6 ー 23 ) 10.3 ± 3.6 ( 6 ー 22 )

産後5日目 9.9 ± 4.0 ( 6 ー 24 ) 8.6 ± 3.0 ( 6 ー 16 )

産後1か月 6.8 ± 1.7 ( 6 ー 13 ) 6.7 ± 1.7 ( 6 ー 14 )

動静への支障

産後1日目 18.9 ± 4.1 ( 8 ー 24 ) 16.1 ± 4.9 ( 6 ー 24 )

産後5日目 13.2 ± 5.4 ( 6 ー 24 ) 11.3 ± 4.9 ( 6 ー 23 )

産後1か月 6.8 ± 1.9 ( 6 ー 15 ) 6.7 ± 2.4 ( 6 ー 18 )

排泄と清潔への支障

産後1日目 18.5 ± 3.9 ( 8 ー 24 ) 16.0 ± 4.4 ( 6 ー 24 )

産後5日目 14.8 ± 4.7 ( 6 ー 24 ) 12.7 ± 4.7 ( 6 ー 24 )

産後1か月 7.8 ± 3.0 ( 6 ー 21 ) 7.3 ± 3.0 ( 6 ー 18 )

日常生活への支障(合計)

産後1日目 68.1 ± 13.8 ( 30 ー 93 ) 56.7 ± 15.1 ( 25 ー 82 )

産後5日目 51.0 ± 16.3 ( 24 ー 94 ) 43.1 ± 15.6 ( 24 ー 78 )

産後1か月 28.1 ± 7.3 ( 24 ー 65 ) 27.4 ± 8.6 ( 24 ー 66 )

母親役割の自信

産後5日目 43.9 ± 9.5 ( 25 ー 68 ) 56.7 ± 9.4 ( 33 ー 80 )

産後1か月 53.0 ± 8.5 ( 34 ー 71 ) 63.2 ± 9.7 ( 42 ー 79 )

母親であることの満足感

産後5日目 28.9 ± 4.3 ( 18 ー 36 ) 30.4 ± 3.5 ( 21 ー 36 )

産後1か月 30.1 ± 4.2 ( 17 ー 36 ) 31.4 ± 3.5 ( 24 ー 36 )

初産婦(n=75) 経産婦(n=55)
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表3．日常生活への支障と母親役割の自信、母親であることの満足感の関連 

 
ピアソンの相関係数, P<0.05 

 

相関係数 P 値 相関係数 P 値

産後5日目
母親役割の自信 0.004 0.97 -0.26 0.053

母親であることの満足感 -0.23 0.049 -0.10 0.49

産後1か月
母親役割の自信 -0.22 0.06 -0.08 0.56

母親であることの満足感 -0.24 0.04 -0.09 0.52

日常生活への支障

初産婦(n=75) 経産婦(n=55)

日常生活への支障


